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　ロボカップ世界大会（７月 11～ 19 日、大阪で
開催）のロボカップレスキュー部門では、ロボッ
ト実機のリーグとシミュレーションリーグが行な
われた。このシミュレーションリーグに、意思決
定エージェントとして人が参加し、意思決定内容
を競う「ヒューマンリーグ」を組み込む事が提案
されている。
　現時点でレスキューロボットの機能としては、
情報収集が最も期待されているが、他の手段と協
調する事によって効果的に利点を発揮する。情報
収集エージェントとしてのロボットも、「ヒューマ
ンリーグ」の中で活用する事ができる。
　大規模災害は、発生時期の予測が困難であり、
災害対応シミュレーションは、平時から継続して
作動している事が望ましい。「ヒューマンリーグ」
のエージェントとして、専門家のみならず、地域
の自治会など一般市民も、参加することが可能で
ある。シミュレーションを通して、平時における
リスク・コミュニケーションに活用する方法の開
発も進められている。文部科学省の大都市大震災
軽減化特別プロジェクトでは、地方自治体も参画
して災害シミュレーションの実用性が検証されて
いる。
トピックス1　災害時の意思決定支援システムの開発
参考：第19回 人工知能学会、桑田喜隆：http://www-kasm.nii.ac.jp/jsai2005/schedule/pdf/000174.pdf
 ロボカップレスキュー：http://www.robocup2005.jp/rescue/index.html
 生態信号を感受するレスキューロボットを活用した被災者発見方法の開発：
 http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/stfc/stt043j/0410_03_topics/200410_topics.html#0410life
